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「血液診療　Osaka Hematology Report」の創刊にあたって

　医学、医療は日々進歩しており、以前は治癒が望めなかった病気に対しても新しい治療法が開発されてきています。特に、血液疾患に対しては教科書に記載されている標準的治療法（治癒率、再発率、治療関連死亡率などのエビデンスがわかっており、最も一般的に行われている治療法）に比して、治療効果を上げたり、副作用を減らしたりするため新しい治療法がどんどん導入されています。新しい治療法は研究的治療（研究段階にある治療）として大学病院をはじめとした高度先進医療機関で行われています。大阪市立大学においても、本誌で紹介している「ITPに対するヘリコバクターピロリ菌除菌治療」や「ミニ移植（骨髄非破壊的前処置を用いた同種造血幹細胞移植）」さらに「毋児免疫寛容を利用したHLA不一致血縁ドナーからの同種造血幹細胞移植」などの様々な研究的治療を実施しています。研究的治療と標準的治療の優劣は数年後にしか分かりませんので新しい治療法が必ずしも良い結果になるとは限らないこともありますが、効果が明らかとなった研究的治療は標準的治療になり、多くの病院で行われるようになっていきます。しかし、現在のような情報化社会では、インターネットにより患者さん自身が種々の研究的治療の情報をいち早く入手している場合も少なくありません。

　血液疾患の患者さんが、最初から血液内科を受診することは少なく、ほとんどの血液疾患は一般診療の場で発見されます。本誌は、一般診療に携わっている先生方に、総説や症例報告を通じて、「血液内科ではどのような医療が行えるか」、「血液疾患がどのような臨床経過をとるか」などを紹介させていただくために企画しました。本誌が先生方の診療の一助となれば幸いです。

　最後に本誌作成にあたり、多大な協力をいただいた大阪市立大学大学院医学研究科血液病態診断学津田　泉さん、樋口智子さんにお礼申し上げます。
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